
グループワーク
についての振り返り

第７期第１回横浜市市民協働推進委員会 資料3-3



協議の方法
• テーマ：「横浜市の市民協働のあり方や課題等について」

• 参画：全20人が参加（うちファシリテーター１名）

• 日時：2025年３月21日（金）９時半～12時

• 場所：横浜市役所内（会議室）

• 内容

① これまでの市民協働推進の答申等の振り返り

② ３つのテーマを協議

③ 最後のまとめ

④ 横浜市市民協働推進委員会委員長からのコメント

・方法：協議はワークショップ（KJ法及びクドバス手法を活用）



ＧＷ参画者
（行政、大学、ＮＰО、民間、横浜市市民協働推進センター、区市民活動支援センター等）

Aチーム Bチーム Cチーム

１
鈴木 伸治【委員長】
(横浜市立大学 国際教養学部 学部長
教授)

大塚 朋子【委員】
(NPO法人こまちぷらす マネージャー)

後藤 智香子【委員】
(東京都市大学 環境学部 准教授)

２ 髙橋 敬太郎【委員】
(横浜市社会福祉協議会 地域活動部長)

竹原 和泉【委員】
(NPO法人まちと学校のみらい代表理事)

菊池 賢児【委員】
(戸塚区連合町内会自治会連絡会 会長)

３
森川 正信【委員】
(関内イノベーションイニシアティブ
株式会社 代表取締役)

山田 美智子
(NPO 法人市民セクターよこはま 理事・西区
市民活動支援センター センター長)

鈴木 智香子
(NPO法人市民セクターよこはま 理事長)

４
韓 昌熹
(横浜市市民協働推進センター副セン

ター長)

小川 由起子
(横浜市市民協働推進センター スタッフ)

伊吾田 善行
(横浜市市民協働推進センター センター長）

５ 守屋 大介
（市民局 地域支援部長）

宮島 大輔
（市民局 市民協働推進課長）

高田 美恵
(横浜市市民協働推進センター スタッフ )

６ 奥村 未緒
(市民局 市民協働推進課 担当係長)

倉形 紘平
(市民局 市民協働推進課 担当係長)

中西 勇人
(市民局 市民協働推進課 担当係長)

７ 菊地 直美
(市民局 市民協働推進課 職員)

ファシリテーター：齊藤ゆか【委員】(神奈川大学 人間科学部 教授)



ＧＷテーマ

Ａ 中間支援組織で

ある横浜市市民協働

推進センターの目指す

べき支援の方向性

Ｂ 横浜市市民協働

推進センターをはじめ、

中間支援組織に求め

られる人物像とその

育成支援

Ｃ 市民協働推進の

ための効果的な取組と

取り組む優先順位

方向性 人材 取組み



Ａ 中間支援組織である横浜市市民協働推進センターの目指すべき支援の方向性

市民協働の体制
のあり方



市役所
横浜市市民
協働推進セ
ンター

区役所
区市民活動
支援セン
ター

〇協働のためのサポートに特化
〇他イノベーション推進機関、場と連携
〇体制づくり：市域のネットワーク、
市域での課題解決に向けた協働推進・
つなぎ、パートナーとなるＮＰОと進
める体制づくり、新しいモデルの創発、
団体の垣根を超えたグットプラクティ
スの創出（ＮＰО、自治会など）

〇市民団体のエンパワメント支援、ＮＰ
О等法人の組織運営支援。

〇機能強化：人集め・コーディネートの
分かる人またはそれに代わる仕組みづ
くり

〇地域課題の発掘：地域を知る、伝える、
交流の場づくり。

〇体制づくり：区域の中間支援組織間の
コーディネート、団体・地域レベルの
コーディネート。地域ケアプラザや社
会福祉協議会と協力。

〇人材育成：プレイヤーを集める。地域
情報を共有する。

〇地域情報の把握：他局や団体へ
情報共有。

〇地域特性の把握・整理：市民生活
の身近な課題をつかむ。市民が
「やりたい」活動をつかむ。

⇒区域でつかんだ「課題」「やりた
い」内容を集め、整理する。

〇機能強化：区役所と区市民活動支
援センターとの一体的な機能発揮。
関連機関とのつなぎ

市民協働を進めるため
の体制のあり方

〇ビジョン（全体像）
⇒横浜市の目指す方向性を明示
〇目的共有：なぜ協働を促すか
〇人材育成：行政側の協働マインド
〇広報：「協働」の価値を発信
〇機能：複数局間の調整・交通・
コントロール、課題解決に向けた
多様なセクターとのマッチング。



市民協働を進めるための体制のありかた

市役所

市としての「協 協働を活かす目的 目指す方向の明示 市民の活動意識向 PR

協働センターコーディネート まとめ⇔クロス

市域のネット

市域レベルで
の課題解決に
向けた協働の
推進・つなぎ

パートナーとなる
NPOと進める体制
づくり

誰に対して
例）ミドルシニアの
地域参加（協働）

課題解決に向けた多
様なセクターのマッ
チング（局×団体×
企業等）

協働のためのサ
ポート特化

他のイノベーショ
ン推進機関・場と

区活センター

グッドプラクティス
をいかに創出するか
（NPO・自治会等）

新しいモデルの創
発

市民団体のエンパワ
メント支援

NPO等の法人組織運
営支援

各区エリア内の多様
なセクターのコー
ディネート

体制づくり

人材育成

区域の中間支援組織
のコーディネート

区域の団体のコー
ディネート力アップ

区域・地域レベルの
コーディネート

ケアプラ・社協との
協力

プレイヤー集め

地域に関する情
報をいかに共有
するか

機能強化
・人
・仕組み

人
歴が長い

市民活動支援に
特化する

区域の課題発掘

地域を知り、市
に伝え

区
交流の場づくり

市民が”やりた
い”活動をつかむ

市民生活の身近
な課題をつかむ

区域でつかんだ
”課題””やりたい”
内容を集め、整理
する

区活センターと
の一体的な機能
発揮

区役所
整理した内容の共有

区
・地域情報の把握
・関係機関（市域含
む）とのつなぎ
・団体への情報提供

他区（他局）との情
報共有

全体図づくり方向性を示す
複数局との

交通コント行政側の協働

市
・所管・テーマに応じた地
域情報の把握
・連携の検討



Ｂ 横浜市市民協働推進センターをはじめ、中間支援組織に求められる人物像とその育成支援



Ｂ 横浜市市民協
働推進センターを
はじめ、中間支援
組織に求められる
人物像とその育成

支援

1 １ －１ １ －２ １ －３ １ －４ １ －５ １ －６ １ －７ １ －８ １ －９ １ －１ ０

市政の方針や

方向性を理解

する

市政の方針・

方向性を知っ

ている

市政の制度を

把握している

区活センター

の役割や現状

を理解してい

る

制度や団体活

動について歴

史や経緯を

知っている

協働推進セン

ターの設置目

的を知ってい

る

2 ２ －１ ２ －２ ２ －３ ２ －４ ２ －５ ２ －６ ２ －７ ２ －８ ２ －９ ２ －１ ０

市民活動の意

義を理解する

市民活動の意

義を知ってい

る

行政や企業で

は出来ない先

進性がある

自分のミ ッ

ショ ンに対す

る理解を高い

レベルででき

る

NPO・ 企業・

団体との思い

やミ ッ ショ ン

を理解できる

NPO等の市民

活動・ 自治会

の実態を把握

している

3 ３ －１ ３ －２ ３ －３ ３ －４ ３ －５ ３ －６ ３ －７ ３ －８ ３ －９ ３ －１ ０

市民協働の全

体像を俯瞰す

る

社会全体の流

れにアンテナ

を把握できる

広い視野と深

い現場を行き

来して物事を

見ることがで

きる

市域をみる広

い視点と地域

をみるローカ

ルな視点が両

面がある

相談者に対し

て新たな視点

からアド バイ

スできる

フッ ト ワーク

良く 動く こと

ができる

4 ４ －１ ４ －２ ４ －３ ４ －４ ４ －５ ４ －６ ４ －７ ４ －８ ４ －９ ４ －１ ０

地域情報の収

集とフッ ト

ワークがある

地理（ 地形や

地のり ） を

知っている

市域・ 地域の

特性を知って

いる

地域特性や生

活場面の声を

拾う ことがで

きる

地域の課題を

把握している

市民活動団体

の情報を持っ

ている

地域の情報や

ニーズを

キャッ チアッ

プできる

5 ５ －１ ５ －２ ５ －３ ５ －４ ５ －５ ５ －６ ５ －７ ５ －８ ５ －９ ５ －１ ０

市民及び市民

団体を共感す

る

各市民団体の

良さと思いを

知っている

相手の思いを

言語化する手

伝いができる

市民の気持ち

が理解できる

地域・ 市民活

動の思いを共

感できる

寄り 添いや共

感力を持って

いる

生活者の視点

を持っている

相談者に受容

的・ 共感的な

態度をとれる

しんどさを抱

える市民の心

が分かる

6 ６ －１ ６ －２ ６ －３ ６ －４ ６ －５ ６ －６ ６ －７ ６ －８ ６ －９ ６ －１ ０

センター間の

連携をする

協働推進セン

ターは区活と

つながってい

る

各局の地域性

に応じて連携

がとれる

地域でのネッ

ト ワークがあ

る

各センターと

連携して方向

性を見定めら

れる

各施設等の強

みを知ってい

る

センター職員

同士のレベル

アッ プを図る

学び合いがで

きる

7 ７ －１ ７ －２ ７ －３ ７ －４ ７ －５ ７ －６ ７ －７ ７ －８ ７ －９ ７ －１ ０

他者への受容

力をもつ

異なる価値観

やバッ クグラ

ンド を持つ他

者を受け止め

るマインド を

持つ

異なった意見

にも耳を傾け

ることができ

る

自分の物差し

を複数持って

いる

憑依できる 柔軟な思考を

持っている

気遣いを大切

にできる

相手と同じ目

線に立ってい

る

誰とでも雑談

できる

8 ８ －１ ８ －２ ８ －３ ８ －４ ８ －５ ８ －６ ８ －７ ８ －８ ８ －９ ８ －１ ０

市民活動・

NPOの専門的

な知識を有す

る

一定レベルの

最新の情報・

助成情報など

の知識を持っ

ている

専門的な知識

があり 、 相談

に乗ることが

できる

地域ニーズに

応じた企画力

を持っている

分析したり 、

ロジカルな思

考を持ってい

る

広報等の発信

力を持ってい

る

法人設立のア

ド バイスがで

きる

様々な市民活

動・ NPO等の

情報を紹介で

きる

助成金等の情

報を知ってい

る

DXを使いこな

せる

9 ９ －１ ９ －２ ９ －３ ９ －４ ９ －５ ９ －６ ９ －７ ９ －８ ９ －９ ９ －１ ０

コーディ ネー

ト する

人脈を広げつ

つ、 常に良い

コミ ュニケー

ショ ンをとれ

る

ファシリ テー

ショ ン力を

持っている

いつもフラッ

ト でいられる

地域(市域等)の

キーパーソン

を知っている

適切なコー

ディ ネート で

きる

人や情報や団

体を各所でつ

なぐことがで

きる

様々な市民団

体を知ってい

る

リ ーダーの役

割や難しさを

知っている

1 0 1 0－１ 1 0－２ 10－３ 10－４ 10－５ 10－６ 10－７ 10－８ 10－９ 10－１ ０

視野の広さと

学ぶ姿勢を持

つ

地域に想いを

持ち、 活動や

仕事ができる

何事も面白が

り 、 市民活動

の楽しさやや

り がいを持っ

ている

常に新たな学

ぶ姿勢があ

り 、 知らない

ことを学ぶこ

とができる

スタ ッ フ間の

風通しの良さ

がある

自分の知識や

経験を生かし

て仲間や同僚

に情報提供で

きる。

スタ ッ フ間で

学び合える

インクルーシ

ブな視点で対

応できる

障がい者や困

難を抱える方

の理解がある

自分自身の生

活を豊かにで

きる



横浜市市民協働推進センターを運営する人物像
（人材育成）

１ 市政の方針や方向性を理解する

２ 市民活動の意義を理解する

３ 市民協働の全体像を俯瞰する

４ 地域情報の収集とフットワークがある

５ 市民及び市民団体を共感する

６ センター間の連携をする

７ 他者への受容力をもつ

８ 市民活動・ＮＰОの専門的な知識を有する

９ コーディネートする

10 視野の広さと学ぶ姿勢を持つ



Ｃ 市民協働推進のための効果的な取組と取り組む優先順位



市民協働推進のための効果的な取組
（取り組む優先順位）

＜主な意見＞

・課題解決するために目標があるんじゃなくて、目標があるから課題が出てくる

・課題は地域によって全然違う。（横浜市は18区の地域性がそれぞれ異なる）

・草の根から区のレベルの話と市のレベルの話がうまく連動するとよい

・まちづくりの方針や、今年度の重点テーマを共有すると話しやすい

⇒方針はぶれないことが大切

⇒テーマは昨今の社会情勢を踏まえて設定

⇒協働を推進するためには協力者間の理解が大切

・区市民活動支援センターと横浜市市民協働推進センターが関係性をつくるためには、

好事例や、特徴的な取組など、たくさんの話をみんなで発表・共有するような場が

あるとよい

・地域の悩みを受け付ける窓口になって、リアルな悩みを色んな人に伝える機会を増やす

・区も含めて共有できるビジョンがあるといい



まちのビジョン 評価

協働活動 内容 リアルのつながり

市民協働の理想
まちづくりの目標

区役所など様々な
立場の連携

区役所と連携→文
句を言わない意見
交換

・効果的な取組
まちのビジョンを持
つ―地域福祉計画
→ブレない

評価の仕方
→どれだけ議論でき
たかなどで評価した
方がよい

「テーマ」があ
ると話しやすい

・社会情勢にあわ
せる活動
例）
・子ども不登校
・防犯・防災
・認知症

「食」
「ボッチャ」
「グランドゴル
フ」

区・局（市民局以
外も）との日常的
なコミュニケー
ション（柔軟性）

人間関係づくりが
大事

≪コーディネーター力≫
菊池会長のような人をふ
やすには？

推進センターが各
区活センターとの
密接なつながり

区活－区
↓
連携を進める…

よい区活センターの
話を聞く

まちの生々しい声を
相談するセンター：
推進センター（区活
センター？）

「地域力推進担当」が
重要視されているか

戸塚区活センター、
NPOが受託している
（戸塚区民センター）
地域に根差した活動

会議がたくさん
課長会…

会議だけでは協働
はムリ

・深い議論ができ
ない
・つまらない

・区連会・町内会
に課長＋区活セン
ターがでてくる
”飲みあり”

区役所はより地域
に出るようになっ
た

地域性が違う

目標が立場によっ
て異なる

行政の活動を評価
しても変わらな
い？

市民協働の現実
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